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一

東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』

の
行
方

中
国
現
存
の
白
氏
文
集
の
各
刊
本
伝
承
の
経
緯
を
考
え
る
場
合
、
今
日
の
研
究
者
の
殆
ど
は
、
北
宋
の
宋
敏
求

(

一
〇
一
九
〜
一
〇
七

九)

が

『

春
明
退
朝
録』

に
書
き
綴
っ
た
次
の
一
文
か
ら
論
を
始
め
て
い
る

(

１)

。

唐
白
文
公
、
自
勒
文
集
、
成
五
十�
、
後
集
二
十�
、
皆
寫
本
。
寄
藏
廬
山
東
林
寺
、
又
藏
龍
門
香
山
寺
。
高
駢
鎭
淮
南
、
寄
語

江
西
廉
使
、
取
東
林
集
而
有
之
。
香
山
集
、
經
亂
亦
不
復
存
。
其
後
履
道
里
宅
爲
普
明
僧
院
。
後
唐
明
宗
子
秦
王
從
榮
、
又
寫
本

�
院
之
經
藏
。
今
本
是
也
。
後
人
亦
補
東
林
寺
所
藏
、
皆
篇
目
次
第
非
眞
、
與
今
呉
蜀
模
版
無
異
。

唐
の
白
文
公
、
自
ら
文
集
を
勒
し
て
、
五
十
巻
と
成
し
、
後
集
も
ま
た
二
十
巻
、
皆
写
本
な
り
。
廬
山
の
東
林
寺
に
寄
蔵
し
、

又
龍
門
の
香
山
寺
に
蔵
す
。
高
駢

淮
南
に
鎮
せ
る
と
き
、
江
西
の
廉
使
に
寄
語
し
て
、
東
林
の
集
を
取
り
て
之
を
有
す
。
香

山
の
集
も
、
乱
を
経
て
、
亦
た
復

ふ
た
た
び
は
存
せ
ず
。
其
の
後

履
道
里
の
宅
は
普
明
僧
院
と
為
る
。
後
唐
の
明
宗
の
子
の
秦
王
従

栄
、
又
写
本
を
院
の
経
蔵
に�

お

く
。
今
本
是
れ
な
り
。
後
人
亦
た
東
林
寺
の
蔵
す
る
所
を
補
ふ
も
、
皆
篇
目
の
次
第
は
真
に
非

ず
、
今
の
呉
・
蜀
の
模
版
と
異
な
る
無
し
。

ま
た
、
宋
敏
求
と
同
時
期
の
文
人
に
し
て
廬
山
の
故
事
を
熟
知
す
る
陳
舜
兪

(

？
〜
一
〇
七
五)

は
、『

廬
山
記』

(

内
閣
文
庫
所
蔵
本)

巻
一

｢

叙
山
北
第
二｣

に
、
宋
敏
求
の
記
事
と
酷
似
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
を
書
き
残
し
て
い
る
。

昔
公
之
遊
東
林
也
、
覩
經
藏
中
有
遠
公
諸
文
士
倡マ

マ

和
集
。
時
諸
長
老
亦
請
公
文
集
同
藏
之
。
至
大
和
九
年
爲
太
子
賓
客
、
始
以
文

�
�

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号

16

�����������������詩
僧
斉
己
の
活
動
を
中
心
に

陳�



― ―

集
六
十�
歸
之
。
會
昌
中
、
致
仕
、
復
送
後
集
十�
及
香
山
居
士
之
像
。
廣
明
中
、
與
遠
公

『

匡
山
集』

並
爲
淮
南
高
駢
所
取
。

呉
太
和
六
年
、�
化
王�
常
抄
謄
以
補
其
闕
。

昔

公

[

白
居
易]

の
東
林
に
遊
ぶ
や
、
経
蔵
中
に
遠
公

[

慧
遠]

諸
文
士
の
唱
和
集
有
る
を
覩み

た
り
。
時
に
諸
長
老
亦
た
公

の
文
集
を
請
ひ
て
同
じ
く
之
を
蔵
せ
ん
と
す
。
大
和
九
年

太
子
賓
客
と
為
る
に
至
り
て
、
始
め
て
文
集
六
十
巻
を
以
て
之
れ

に
帰
す
。
会
昌
中
、
致
仕
し
て
、
復
た
後
集
十
巻
及
び
香
山
居
士
の
像
を
送
る
。
広
明
中
、
遠
公

『

匡
山
集』

と
並
び
に
淮
南

の
高
駢
の
取
る
所
と
為
る
。
呉
の
太
和
六
年
、
徳
化
王
の�
常か

つ

て
抄
謄
し
て
其
の
闕
を
補
ふ
。

両
記
事
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
広
明
年
間

(

八
八
〇
〜
八
八
一)

、
淮
南
節
度
使
高
駢

(

八
二
一
〜
八
八
七)

が
、
江
西
観
察
使
に
命
じ
て
廬
山
か
ら
東
林
寺
本

『

白

氏
文
集』

を
奪
取
し
た
。

②
後
唐
の
秦
王
李
従
栄

(

？
〜
九
三
四)

が
、
か
つ
て
の
白
居
易
履
道
里
宅
で
あ
る
普
明
禅
院
に
、
今
本

○

○

(

宋
刊
本)

と
同
じ

『

白

氏
文
集』

の
写
本
を
奉
納
し
た
。

③
呉
の
太
和
六
年

(

九
三
四)

、
徳
化
王
楊�

(

生
卒
不
明)

が
改
め
て
東
林
寺
に

『

白
氏
文
集』

写
本
を
奉
納
。
該
本
も
今
本
○

○

と
相

違
な
し
。

も
し
こ
れ
ら
の
記
述
が
伝
え
る
内
容
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
辛
う
じ
て
会
昌
の
法
難
を
乗
り
越
え
た
東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』

は
、
実
は
早
く
も
高
駢
に
奪
取
さ
れ
て
行
方
不
明
と
な
り
、
宋
刊
本
の
祖
本
と
な
っ
た
も
の
は
、
楊�
抄
本
と
李
従
栄
抄
本
の
何
れ
か

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
改
め
て
両
文
を
仔
細
に
読
み
直
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
疑
問
点
が
浮
上
し
て
く
る
。

宋
敏
求
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
楊�
抄
本
と
李
従
栄
抄
本
は
何
れ
も
の
ち
の
宋
刊
本
と
一
致
す
る
た
め
、
同
一
系
統
の
抄
本
で
あ
る
と

判
断
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
人
が
何
処
か
ら
そ
の
抄
本
を
手
に
入
れ
た
の
か
、
ま
た
、
二
つ
の
抄
本
が
実
際
に
東
林
寺
本

と
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
か
、
史
料
に
空
白
が
あ
る
。『

新
五
代
史』
秦
王
李
従
栄
本
伝
に
よ
れ
ば
、
李
従
栄
は
長
興
元
年

(

九

三
〇)

に
河
南
尹
を
授
け
ら
れ
、
長
興
四
年

(

九
三
四)

十
一
月
に
王
位
簒
奪
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
失
敗
し
た
末
、
弟
の
李
従
益
に
殺
さ
れ

た

(

２)

。
よ
っ
て
、
彼
が
普
明
禅
院

(

旧
白
居
易
履
道
里
宅)

に

『

白
氏
文
集』

の
写
本
を
奉
納
し
た
の
は
、
長
興
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の

四
年
間
に
限
定
さ
れ
る
。
奇
し
く
も
こ
れ
は
、
楊�
が
東
林
寺
に
新
た
な

『

白
氏
文
集』

の
抄
本
を
奉
納
し
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
。

唐
末
五
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
承

17
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果
た
し
て
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
宋
敏
求
の
記
事
に
は
白
居
易
本
人
の
記
述
と
齟
齬
す
る
箇
所
が
存
在
す
る
。

白
居
易
本
人
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
が
香
山
寺
に
奉
納
し
た
の
は
大
集
の

『

白
氏
文
集』

で
は
な
く
、
洛
陽
の
詩
文
を
集
め
た

『

白
氏

洛
中
集』
で
あ
る
。
こ
れ
は
宋
敏
求
の
誤
り
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
東
林
寺
本
が
高
駢
に
よ
り
奪
取
さ
れ
た
と
い

う
言
説
は
、
果
た
し
て
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

か
か
る
問
題
は
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
晩
唐
五
代
の
有

名
な
詩
僧
斉
己
を
は
じ
め
と
す
る
廬
山
僧
侶
の
活
動
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
現
在
懸
案
と
な
っ
て
い
る
唐
末
五
代
期
に
お
け
る

『

白
氏
文

集』

の
流
布
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二

岑
仲
勉

｢

高
駢
奪
取
説｣

の
考
証
に
対
す
る
再
検
証

さ
て
、
宋
敏
求
が
記
し
た

｢

高
駢
奪
取
説｣

は
、
実
は
、
岑
仲
勉
の
考
証
を
経
て
定
説
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岑
氏
は
、『

全
唐

詩』

中
に
見
え
る
晩
唐
の
詩
僧
斉
己

(

八
六
四
〜
九
四
三)

の

｢

賀
行
軍
太
傅
得
白
氏
東
林
集｣

詩

(『

全
唐
詩』

巻
八
四
四
・
四
部
叢
刊

本

『

白
蓮
集』

巻
七)

を
提
示
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
宋
敏
求
の
記
事
が
立
証
で
き
る
と
主
張
し
た

(

３)

。
な
お
、
岑
氏
が
引
用
し
た
斉
己

詩
の
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る

(

４)

。

樂
天
歌
詠
有
遺
編

留
在
東
林
伴
白
蓮

楽
天
の
歌
詠

遺
編
有
り
、
留
め
て
東
林
に
在
り
て

白
蓮
に
伴
ふ
。

百
尺
典
墳
隨
喪
亂

一
家
風
雅
獨
完
全

百
尺
の
典
墳

喪
乱
に
随
ふ
も
、
一
家
の
風
雅

独
り
完
全
た
り
。

常
聞
荊
渚
通
候
論

果
遂
呉
都
使
者
傳

常か
つ

て
聞
く

荊
渚
通
候
の
論
、
果
た
し
て
遂
に

呉
都
使
者
に
伝
ふ
。

仰
賀
斯
文
歸
朗
監

永
資
聲
政
入
薫
弦

仰
ぎ
て
賀
す

斯
文

朗
監
に
帰
し
、
永

と
こ
し
へ

に
声
政
の
薫
弦
に
入
る
に
資
せ
ん
こ
と
を
。

斉
己
に
つ
い
て
は
、
唐
末
五
代
に
活
躍
し
た
高
名
な
詩
僧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
な
事
跡
や

文
学
活
動
を
め
ぐ
る
論
考
は
皆
無
に
等
し
い
。
ま
た
年
譜
類
も
存
在
し
な
い
。
実
に
謎
の
多
い
人
物
で
あ
る

(

５)

。
し
か
し
、
今
日
に
伝
わ

る
資
料
を
博
捜
す
る
と
、『

十
国
春
秋』

巻
一
百
三
、『

宋
高
僧
伝』

巻
三
十
及
び

『
唐
詩
紀
事』

巻
七
十
五
に
、
彼
の
本
伝
が
僅
か
に

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
何
れ
も
簡
略
で
か
つ
齟
齬
が
多
い
た
め
に
、
生
卒
年
及
び
具
体
的
な
活
動
時
期
に
つ
い
て

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号

18



― ―

は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
。
幸
い
彼
の
詩
文
集
で
あ
る

『

白
蓮
集』

が
四
部
叢
刊
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら

(

６)

、『

白

蓮
集』

か
ら
得
た
新
た
な
資
料
を
加
え
、
試
み
に
斉
己
の
略
年
譜
を
作
成

し
た

(

上
図)

。

さ
て
、
上
記
の
斉
己
の
詩
に
よ
っ
て
、
ま
ず
東
林
寺
か
ら

『

白
氏
文
集』

が
流
出
し
た
こ
と
自
体
は
確
認
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
岑
仲
勉
氏

は
斉
己
詩
と
宋
敏
求
の
記
事
と
を
つ
き
あ
わ
せ
、
斉
己
が
詩
を
献
じ
た
相

手
は
ま
さ
し
く
高
駢
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
。
岑
仲
勉
氏
は
概
ね
次
の
よ

う
に
論
を
展
開
し
て
い
る
。

①｢

行
軍
太
傅｣

に
対
す
る
考
証：

｢

行
軍
太
傅｣

と
い
う
官
職
が
実

在
し
な
い
た
め
、
そ
の

｢

傅｣

字
は
江
西
団
練
使
の
鍾
傳
の

｢

傳｣

字
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
宋
敏
求
記

事
の

｢

寄
語
江
西
廉
使｣

と
合
致
す
る
。

②｢

呉
都
使
者｣

に
対
す
る
考
証：

高
駢
を
指
す
。
高
駢
は
、
乾
符

六
年

(

八
七
九)

か
ら
光
啓
三
年

(

八
八
七)

の
間
に
淮
南
節
度
使

を
務
め
て
い
た
。
彼
は
文
学
を
愛
好
し
て
お
り
、
東
林
寺
本

『

白

氏
文
集』

の
獲
得
に
乗
り
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

③
流
出
時
期
に
対
す
る
考
証：

高
駢
が
東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』

を

奪
取
し
た
の
は
、
淮
南
節
度
使
を
務
め
る
中
和
年
間

(

八
八
一
〜

八
八
五)
の
こ
と
で
あ
る
と
推
算
す
る
。
こ
れ
は
、
斉
己
の
活
動

時
期
と
符
合
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
論
文
に
は
言
及
さ
れ
な
い
も
の
の
、
岑
氏
は
実
は
別

唐
末
五
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
承
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天
福
八
年(

九
四
三)

天
福
三
年(

九
三
八)

長
興
元
年(

九
三
〇)

〜〜

長
興
四
年(

九
三
四)

天
成
三
年(

九
二
八)

龍
徳
元
年(

九
二
一)

咸
通
十
一
年(

八
六
六)

〜〜〜〜〜〜

開
平
五
年(

九
〇
八)

咸
通
五
年(
八
六
四)

七
十
九
歳
左
右
。
豫
章
西
川
金
鼓
寺
に
て
寂
滅
。『

十
国
春
秋』

僧
斉
己
伝
、｢

竟
終
於
江
陵
、
自
號
衡
嶽
沙
門｣

句
下
に

｢

一

云
斉
己
於
豫
章
西
川
金
鼓
寺
寂｣

と
い
う
注
が
あ
る
。
ま
た
、

『

宗
統
編
年』

巻
十
八
に
、｢(

斉
己)

其
後
居
西
山
金
鼓
寂｣

と
あ
る
。
江
陵
入
寂
説
は
誤
記
で
あ
る
。
死
に
際
し
、
自
ら
の

詩
集
の
編
纂
を
廖
匡
図
兄
弟
に
託
し
た
。『

斉
己
集』

十
巻
、

『

蓮
社
集』

一
巻
、『

白
蓮
編
外
集』

十
巻
な
ど
の
作
品
集
が
あ
っ

た
が
、
現
在

『

白
蓮
集』

十
巻
の
み
が
四
部
叢
刊
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

七
十
四
歳
。
江
陵
で
大
病
、
死
亡
説
が
流
れ
る
。
師
を
悼
む
た

め
、
孫
光
憲
が

『

白
蓮
集』

を
編
纂
し
て
廬
山
の
東
林
寺
に
奉

納
。
斉
己

｢

病
起
見
王
化｣

詩
に
、｢

老
身
仍
未
死
、
猶
詠
好

風
光
。｣

と
あ
る
そ
の
後
、
廬
山
に
再
び
戻
る
。

六
十
六
歳
〜
七
十
歳
。
後
唐
秦
王
李
従
栄
に
招
か
れ
洛
陽
に
入

る
。
白
居
易
の
遺
跡
を
訪
ね
る
。
秋
の
宴
会
で
秦
王
の
反
乱
の

意
を
察
知
、
直
ち
に
脱
出
し
て
江
陵
に
帰
る
。
四
年
十
一
月
、

秦
王
は
ク
ー
デ
タ
ー
に
失
敗
、
殺
害
さ
れ
る
。

六
十
四
歳
。
高
季
興
が
卒
し
、
長
男
従
晦
が
継
位
。
斉
己
は
龍

興
寺
に
滞
在
。
時
に
廬
山
東
林
寺
へ
の
帰
還
を
強
く
希
望
し
た

が
、
許
さ
れ
ず
。

五
十
七
歳
。
廬
山
を
離
れ
蜀
へ
行
く
。
江
陵
に
て
荊
南
節
度
使

高
季
興
に
慰
留
さ
れ
、
龍
興
寺
の
僧
正
と
な
る
。
各
藩
鎮
の
幕

僚
と
交
遊
。

三
十
四
歳
。
既
に
廬
山
東
林
寺
に
居
住
。『

廬
山
記』

巻
二

｢

叙
山
南
篇
第
三｣
に
、｢

天
佑
五
年

(

九
〇
八)

戊
辰
僧
斉
己

撰｣

と
あ
る
。

三
十
歳
前
後
。
開
平
初
年
ま
で
長
沙
の
道
林
寺
に
居
す
。
湖
南

幕
府
の
徐
仲
雅
・
廖
匡
図
・
劉
昭
禹
等
と
交
遊
。

七
歳
。
牛
を
放
牧
す
る
た
め
大�
山
寺
に
滞
在
。
詩
文
を
好
み
、

ま
も
な
く
出
家
。
そ
の
後
、
詩
作
を
携
え
袁
州
へ
。
鄭
谷
に
謁

見
し
て
称
賛
を
得
る
。

益
陽
の
農
民
胡
氏
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名
は
胡
得
生
。

斉
己

｢

与
崔
校
書
静
話
言
懐｣

詩
に
、｢

同
年
生
在
咸
通
○

○

里｣

と
見
え
る
。

【
斉
己
略
年
譜
】
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の
論
考
に
お
い
て
、
斉
己
の
生
年
を
会
昌
四
年

(

八
四
四)

前
後
と
し
て
い
る

(

７)

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
岑
氏
が
こ
の
詩
を
作
っ
た
頃
の
斉

己
は
お
お
よ
そ
三
十
五
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
考
証
が
岑
氏
の

｢

高
駢
奪
取
説｣

を
め
ぐ
る
一
連

の
論
考
の
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
曹�
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
岑
仲
勉
氏
は
、
斉
己
の
年
齢
を
実
は
二
十
年
も
多
く
推
算

し
て
い
た

(

８)
。
今
曹
氏
の
考
証
に
従
い
、
改
め
て
計
算
し
て
み
る
と
、
高
駢
が
淮
南
節
度
使
を
拝
命
し
た
時
、
斉
己
は
ま
だ
十
五
歳
前
後

の
少
年
と
な
る
。
岑
氏
が
論
じ
る
よ
う
に
、
彼
が
高
駢
と
の
間
に
親
密
な
唱
和
関
係
を
有
し
て
い
た
と
す
る
の
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
ろ

う
。こ

こ
ま
で
の
考
証
に
よ
っ
て
、
岑
仲
勉
氏
が

｢

高
駢
奪
取
説｣

に
つ
い
て
決
定
的
な
誤
り
を
犯
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
東
林
寺
本

『
白
氏
文
集』

を
奪
取
し
た
の
は
、
高
駢
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
時
代
が
下
が
る
、
斉
己
と
同
時
代
の
人

物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

斉
己
が
東
林
寺
本
を
持
ち
出
し
た
真
意

さ
て
、
改
め
て
斉
己
の

｢

賀
行
軍
太
傅
得
白
氏
東
林
集｣

詩
を
読
ん
で
み
る
と
、
第
三
聯
の

｢

常
聞
荊
渚
通
候
論
、
果
遂
呉
都
使
者

傳｣

か
ら
、
当
時
荊
南
節
度
使
を
務
め
る
高
季
興

(
？
〜
九
二
八)

の
存
在
が
浮
上
し
て
く
る
。
高
季
興
は
、
後
梁
か
ら
後
唐
に
わ
た
っ

て
長
期
間
荊
南
を
牛
耳
っ
た
権
力
者
で
あ
る
。
そ
の
本
伝
は
、『

旧
五
代
史』

巻
一
百
三
十
三
及
び

『

新
五
代
史』

巻
六
十
九
に
見
え

る
。
両
伝
記
を
踏
ま
え
て
彼
の
事
績
を
簡
潔
に
纏
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

高
季
興
、
本
名
は
季
昌
、
字
は
貽
孫
。
初
め
後
梁
太
祖
の
養
子
と
な
り
、
天
復
二
年

(

九
〇
三)

軍
功
を
立
て
宋
州
刺
史
と
な
る
。

ま
も
な
く
頴
州
防
禦
使
に
昇
任
。
天
佑
三
年

(

九
〇
六)

荊
南
節
度
観
察
留
後
。
翌
年
の
開
平
元
年
に
荊
南
節
度
使
に
昇
任
。
更

に
翌
年
、
中
書
門
下
平
章
事

(

ま
た
は
検
校
太
師
守
中
書
令
と
称
す)
を
兼
任
。
貞
明
年
間
、
渤
海
王
に
昇
格
。
龍
徳
元
年
、
後

梁
が
滅
亡
、
後
唐
に
降
伏
し
て
洛
陽
の
荘
宗
に
拝
謁
。
同
光
三
年

(
九
二
五)

南
平
王
。
天
成
初
年
、
反
乱
の
た
め
に
官
職
を
剥

奪
さ
れ
た
が
、
引
き
続
き
荊
南
を
支
配
。
天
成
三
年
卒
、
年
は
七
十
一
歳
。
子
従
晦
が
継
位
、
明
宗
に
謝
罪
し
て
帰
順
、
季
興
に

は
謚
名

｢

武
信｣

が
贈
ら
れ
た
。

中
国
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実
は
こ
の
高
季
興
こ
そ
が
、
前
掲
し
た
斉
己
詩
の
受
取
人
で
あ
る
と
思
し
い
。
ま
ず
詩
に
言
及
さ
れ
た
官
職
名
と
右
の
高
季
興
の
経

歴
と
を
比
べ
て
み
る
。

(
Ａ)
詩
題
の

｢

行
軍
太
傅｣

で
あ
る
が
、｢

行
軍｣

と
は
、
軍
事
か
つ
政
治
権
力
を
握
る
地
方
節
度
使
に
対
す
る
通
称
で
あ
る
。

例
え
ば
、
杜
甫
の

｢

徐
少
尹
見
過｣

詩
に
、｢

晩
景
孤
村
僻
、
行
軍

○

○

數
騎
來｣

(『

杜
詩
詳
注』

巻
十)

と
あ
る
。
こ
こ
は
荊
南
節

度
使
の
雅
称
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。｢

太
傅｣

は
、
元
来
、
周
の
三
公
の
一
つ
で
、
皇
帝
を
補
佐
す
る
最
高
位
の
官
職
で

あ
る
が
、
唐
代
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
は
高
季
興
が
中
書
門
下
平
章
事
を
兼
任
し
た
こ
と
を
示
す
と
解
釈
で
き
る
。

(

Ｂ)

尾
聯
の

｢
朗
監｣

も
高
季
興
を
讃
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『

周
礼』

天
官
冢
宰
の

｢

乃
施
典
於
邦
國
、
而
建
其
牧
、

立
其
監
。(

鄭
玄
注)
監
、
謂
公
侯
伯
子
男
、
各
監
一
國｣

を
出
典
と
す
る
言
葉
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
南
平
王
た
る
高
季
興
の
敬

称
と
考
え
ら
れ
る
。

呉
都
は
五
代
時
期
に
お
け
る
揚
州
の
別
名
で
、
当
時
の
呉
の
都
で
あ
る
。
呉
都
使
者
は
、
呉
王
の
使
者
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
五

代
十
国
の
勢
力
図
を
確
認
し
て
み
る
と
、
実
は
江
州
は
当
時
の
呉
王
楊
氏
一
族
の
支
配
下
に
あ
り
、
高
季
興
の
勢
力
範
囲
か
ら
は
逸
脱

し
て
い
る
。｢

常
聞
荊
渚
通
候
論
、
果
遂
呉
都
使
者
傳｣

と
は
、｢

荊
南
節
度
使
の
あ
な
た
が
、
い
つ
も
こ
れ
に
論
及
す
る
こ
と
を
聞
き
、

よ
う
や
く
呉
都
の
使
者
に
命
令
し
て
持
参
さ
せ
た｣

と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
荊
南
節
度
使
の
高
季
興
が
、
呉
王
を

通
じ
て
東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』

を
手
に
入
れ
た
と
い
う
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

前
掲
の
斉
己
略
年
譜
に
よ
れ
ば
、
斉
己
が
は
じ
め
て
高
季
興
陣
営
に
加
わ
っ
た
の
は
、
龍
徳
元
年

(

九
二
一)

と
な
る
。
た
だ
し
こ

の
年
は
、
高
季
興
は
洛
陽
に
赴
き
後
唐
の
荘
宗
に
謁
見
し
て
い
た
た
め
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
天
成
初
年

(

九
二
五)

、
高
季
興
は
後

唐
に
対
す
る
反
乱
を
疑
わ
れ
、
与
え
ら
れ
た
官
職
を
全
て
剥
奪
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
斉
己
詩
の
制
作
年
は
、
概
ね
龍

徳
二
年

(

九
二
二)

か
ら
天
成
初
年
の
三
年
間
に
限
定
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
前
述
し
た
陳
舜
兪
の
記
事
に
よ
れ
ば
、『

白
氏
文
集』

と

同
時
に
廬
山
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
に
、
東
林
寺
の
開
祖
慧
遠
の

『
匡
山
集』

も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
な
ぜ
、
一
武
人
た
る
高
季
興
が
、
敵
対
す
る
呉
王
に
頼
ん
で
ま
で
、
東
林
寺
の

『

匡
山
集』

と

『

白
氏
文
集』

を
獲
得
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
掲
の
斉
己
詩
を
見
る
と
、
こ
の
高
季
興
に
よ
っ
て
東
林
寺
の
重
宝
で
あ
る
両
文
集
が
奪
取
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
、
東
林
寺
の
僧
侶
で
も
あ
る
斉
己
は
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
も
看
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

唐
末
五
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
承

21
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先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
斉
己
は
、
そ
の
高
い
知
名
度
に
反
し
て
、
従
来
殆
ど
専
門
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
謎
の
人
物
で
あ

る
。
だ
が

『

白
蓮
集』

を
繙
く
と
、
彼
が
如
何
に
五
代
の
文
壇
を
牽
引
し
て
い
た
か
が
容
易
に
看
取
で
き
る
。
荊
南
藩
鎮
に
限
ら
ず
、

斉
己
は
多
く
の
藩
鎮
幕
僚
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
荊
南
節
度
副
使
孫
光
憲
の
よ
う
に
、
彼
を
師

と
し
て
仰
ぎ
見
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
前
掲
の
斉
己
伝
に
よ
れ
ば
、
斉
己
が
常
に

｢

政
治
不
問｣

と
い
う
態
度
を
堅
持
し
、
し
か

も
よ
く
詩
を
書
い
て
高
季
興
の
叛
意
を
押
し
止
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

(

９)

。
し
か
し
高
氏
一
族
は
、
二
十
年
に
も
わ
た
っ
て
彼
を
手
厚

く
待
遇
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
斉
己
の
存
在
は
荊
南
政
権
に
と
っ
て
特
別
な
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

(�)

。

斉
己
は
、
つ
ね
に
廬
岳
僧
と
自
称
し
て
廬
山
へ
の
強
い
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
東
林
寺
へ
の
帰
還
を
切
に
望
ん
で
い
た
。
あ
る
い
は
、

高
季
興
は
斉
己
を
慰
め
る
た
め
に

『

匡
山
集』

と

『

白
氏
文
集』

の
獲
得
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
暴

挙
は
斉
己
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
当
の
二
つ
の
文
集
が
東
林
寺
に
と
っ
て
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
は
、
東

林
寺
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
負
す
る
斉
己
で
あ
れ
ば
、
誰
よ
り
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
も
し
本
当
に
彼
が
自
己
満
足

の
た
め
に
高
季
興
の
武
力
に
よ
っ
て

『
匡
山
集』

と

『

白
氏
文
集』

を
占
有
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
は
二
度
と
東
林
寺
に
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、『

白
蓮
集』

に
収
録
さ
れ
る
詩
文
か
ら
み
る
と
、
彼
は
終
始
廬
山
僧
団
と
緊
密
な
連

携
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
、
当
時
の
東
林
寺
の
大
僧
正
で
あ
る
匡
白
と
も
深
い
親
交
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

(�)

。

だ
と
す
れ
ば
、
高
季
興
が
東
林
寺
か
ら
両
文
集
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
き
っ
と
他
に
何
ら
か
の
深
刻
な
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ

き
だ
ろ
う
。
実
は
江
州
は
軍
事
要
塞
で
あ
っ
た
た
め
、
廬
山
も
連
年
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
危
機
的
な
状
況

に
つ
い
て
、
斉
己
は

｢

寄
廬
岳
僧｣

詩
に
お
い
て
、｢

莫
問
江
邊
舊
居
寺
、
火
燒
兵�
斷
秋
鐘

(

江
辺
の
旧
居
寺
を
問
ふ
こ
と
莫
か
れ
、

火
焼
兵
劫

秋
鐘
断
ゆ)｣

と
あ
り

(�)
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
、
東
林
寺
が
再
三
の
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
既
に
廃
滅
寸
前
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
斉
己
が
主
君
高
季
興
に
依
頼
し
て
東
林
寺
の
重
宝
で
あ
る
慧
遠

『

匡
山
集』

と
白
居
易

『

白
氏
文
集』

を
持
ち
出
し
た
の
は
、
よ
り
安
全
な
場
所
に
疎
開
さ
せ
、
両
文
集
を
保
管
し
よ
う
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
、
高
季
興
は
決
し
て
武
力
に
よ
っ
て
両
文
集
を
奪
取
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
一
協
力
者
に
過

ぎ
ず
、
そ
の
計
画
を
立
て
た
の
は
、
斉
己
及
び
僧
正
匡
白
を
中
心
と
す
る
東
林
寺
の
長
老
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
節
に

改
め
て
論
じ
た
い
。
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な
お
、
斉
己
の

｢

賀
行
軍
太
傅
得
白
氏
東
林
集｣

詩
に
明
言
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
が
、『

白
氏
文
集』

が
最
終
的
に
彼
の
手
に
渡
っ

た
こ
と
が
、『

白
蓮
集』

巻
六
に
収
録
さ
れ
る

｢

謝
西
川
可
準
上
人
遠
寄
詩
集｣

詩
の

｢

堪
随
樂
天
集

○

○

○

、
共
伴
白●

芙●�

●｣

の
一
聯
に
看

て
取
れ
る

(�)
。｢

楽
天
集｣

と
は
、『

白
氏
文
集』

を
い
う
。｢

白
芙�

｣

は
白
蓮
の
別
名
で
、
斉
己
が
東
林
寺
に
因
ん
で
よ
く
使
用
し
た

自
称
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
よ
っ
て
、
斉
己
が

『

白
氏
文
集』

を
自
ら
の
生
涯
の
至
友
と
し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

四

李
従
栄
抄
本
と
楊�
抄
本
と
の
接
点

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
東
林
寺
が
危
機
的
な
状
況
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
寺
の
重
宝
で
あ
る

『

白
氏
文
集』

が
個
人
に
よ
っ
て
長

期
間
占
有
さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
斉
己
が
自
分
の
と
こ
ろ
に

『

白
氏
文
集』

を

留
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
彼
が
白
居
易
が
生
前
に
奉
納
し
た
寺
院
本
の
数
に
合
わ
せ
て
新
た
に
二
つ
の
転
写
本
、
つ
ま
り
、
普
明

禅
院
の
李
従
栄
抄
本
と
東
林
寺
の
楊�
抄
本
と
を
作
ら
せ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
新
た
に
転
写
・
校
訂
し
た
本

(

楊�
本)

を
東
林
寺
に
奉
納
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
現
時
点
で
斉
己
と
長
興
年
間
に
突
如
出
現
し
た
こ
の
二
つ
の
抄
本
と
の

直
接
的
な
関
係
を
証
明
す
る
確
固
た
る
資
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
長
興
年
間
に
お
け
る
斉
己
の
動
向
は
、
彼
と
両

抄
本
と
の
緊
密
な
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
ず
、
斉
己
と
後
唐
の
秦
王
李
従
栄
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
よ
う
。
李
従
栄
は
後
唐
明
宗
の
第
二
子
だ
が
、
皇
太
子
の
従�
が
早
世

し
た
た
め
、
事
実
上
の
皇
位
継
承
者
と
し
て
政
治
と
軍
事
の
支
配
権
を
手
に
握
っ
て
い
た
。
新
旧
五
代
史
の
李
従
栄
伝
は
、
彼
が
文
学

を
好
み
、
よ
く
高
名
な
文
人
を
王
府
に
招
待
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

(�)
。
恐
ら
く
彼
は
、
秦
王
府
推
官
の
高
輦
を
通
し
て
斉
己
と
知
り

合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
輦
が
斉
己
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、『
白
蓮
集』

に
見
え
る
次
の
詩
題
か
ら
窺
え
る
。

※
寄
懐
闕
下
高
輦
先
輩
巻

(

巻
三)

※
謝
高
輦
先
輩
寄
新
唱
和
集

(
巻
四)

※
寄
謝
高
先
輩
見
寄
二
首

(

巻
四)

※
寄
酬
高
輦
推
官

(

巻
五)

※
謝
秦
府
推
官
寄
丹
台
集

(

巻
七)

※
酬
秦
府
推
官
高
輦

(

巻
七)

※
叙
懐
寄
高
推
官

(

巻
七)

｢

謝
高
輦
先
輩
寄
新
唱
和
集｣

詩
か
ら
、
秦
王
李
従
栄
と
高
輦
と
の
唱
和
集
が
、
斉
己
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

(�)

。
ま
た
、

唐
末
五
代
に
お
け
る
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｢
謝
秦
府
推
官
寄
丹
台
集｣

詩
に
よ
れ
ば
、
秦
王
が
自
ら
序
文
を
綴
っ
た
詩
集

『

丹
台
集』

が
、
斉
己
に
も
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る

(�)
。
こ
れ
ら
の
詩
か
ら
は
、
斉
己
と
秦
王
府
と
の
強
い
繋
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
、
斉
己
の
伝
記
に
よ
る
と
、
長
興
三
年

(

九
三
三)

、
斉
己
は
秦
王
の
招
待
を
承
け
て
洛
陽
に
入
り
、
中
秋
の
宴
会
に
参
加
し
て

い
た

(�)
。
奇
し
く
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
李
従
栄
が
白
居
易
旧
居
で
あ
る
普
明
禅
院
に

『

白
氏
文
集』

を
奉
納
し
た
。
従
来
こ
の
李
従
栄
抄

本
は
、
江
淮
地
域
の
民
間
写
本
に
よ
っ
て
再
編
し
た
重
抄
本
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た

(�)

。
し
か
し
、
白
居
易
の
生
前
に
お
い
て
も
七

十
巻
本

『

白
氏
文
集』
の
入
手
は
そ
も
そ
も
困
難
で
あ
り

(�)

、
ま
し
て
連
年
の
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
五
代
と
い
う
動
乱
の
時
代
を
考
え
れ

ば
、
実
際
に
李
従
栄
が
奉
納
し
た
抄
本
は
、
斉
己
が
入
手
し
た
東
林
寺
本
を
底
本
と
す
る
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
だ

と
す
れ
ば
、
李
従
栄
抄
本
と
楊�
抄
本
が
宋
刊
本
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
説
明
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
東
林
寺
を
は
じ
め
と
す
る
廬
山
僧
団
は
、
徳
化
王
の
楊�
と
密
接
な
関
係
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
、
匡

白
の

｢

江
州
徳
化
王
東
林
寺
白
氏
文
集
記｣

(『

全
唐
文』

巻
九
一
九)

の
後
半
部
分
、
楊�
が
東
林
寺
に

『

白
氏
文
集』

を
奉
納
す
る

に
至
る
経
緯
を
記
し
た
記
述
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

�
唐
之
季
世
、
兵
火
四
起
。
向
來
之
美
、
殆
爲�
燼
、
則
固
知
東
林
者
、
其
已
墜
焉
。
有
呉
之
天
下
也
、
武
以
定
亂
、
文
以
延
英
。

…
…�
化
王
令
大
王
處
青
宮
日
、
…
…
常
於
白
集
、
是
所
留
情
。
俄
膺
天
命
、
秉
旄
鉞
出
撫
江
城
。
…
…
王
爲
理
清�
、
視
事
之

暇
、
閑
採
圖
經
、
蹶
然
而
悟
。
且
曰
、
白
傅
嘗
謫
爲
是
邦
典
午
。
及
訪
之
遺
跡
、
又
洗
然
。
憶
東
林
寺
等
有
其
集
焉
。
又
詢
諸
老

�
、
咸
曰
、
執
事
者
不
勤
、
翦
無
遺
矣
。
…
…
時
太
和
六
年
歳
次
甲
午
八
月
己
巳
朔
十
二
日
庚
辰
、
管
内
僧
正
講
論
大�
賜
紫
沙

匡
白
。

唐
の
季
世
に�

お
よ

び
、
兵
火
四よ

も
に
起
こ
る
。
向
来
の
美
、
殆
ど�
燼
と
為
れ
ば
、
則
ち
固
よ
り
東
林
を
知
る
者
、
其
れ
已
に
墜

ち
た
り
と
す
。
有
呉
の
天
下
と
な
り
、
武
も
て
以
て
乱
を
定
め
、
文
も
て
以
て
英
を
延
ぶ
。
…
…
徳
化
王

大
王
を
青
宮
に
処

ら
し
む
る
日
、
…
…
常
に
白
集

『

白
氏
文
集』

に
於
て
、
是
に
情
を
留
む
る
所
と
す
。
俄
か
に
天
命
を
膺う

け
、
旄
鉞
を
秉
り
て

出
で
て
江
城
を
撫
す
。
…
…
王

理
を
為
す
こ
と
清
浄
、
事
を
視
る
の
暇
、
閑
に
図
経
を
採
り
、
蹶
然
と
し
て
悟
る
。
且
つ
曰

く
、｢

白
傅

嘗
て
謫
せ
ら
れ
て
是
邦
の
典
午
と
為
る｣

と
。
之
を
遺
跡
に
訪
ぬ
れ
ば
、
又

洗
然
た
り
。
憶か
つ

て
東
林
寺
等
に

其
の
集
を
有
せ
り
。
又

諸
老
僧
に
詢た

づ

ぬ
れ
ば
、
咸み

な

曰
く
、｢

事
を
執
る
者

勤
な
ら
ず
、
翦
り
て
遺
す
無
し｣

と
。
…
…
時
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に
太
和
六
年
歳
次
甲
午
八
月
己
巳
の
朔
十
二
日
庚
辰
、
管
内
僧
正
・
講
論
大
徳
・
賜
紫
沙
匡
白
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
以
下
の
よ
う
に
現
存
す
る
文
献
資
料
と
明
ら
か
に
齟
齬
し
て
い
る
。

(
Ａ)
匡
白
の
記
事
に
は
、
東
林
寺
所
蔵
の

『

白
氏
文
集』

は
、
唐
末
の
乱
に
お
い
て
既
に
紛
失
し
、
若
い
僧
侶
が
昔
東
林
寺
に

『

白
氏
文
集』

が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
な
虚
説
で
あ
る
。

(

Ｂ)

記
事
に
は
呉
の
太
和
六
年
、
時
の
江
州
刺
史
、
徳
化
王
の
楊�
が
は
じ
め
て
廬
山
を
訪
ね
、
そ
こ
で
東
林
寺
本

『

白
氏
文

集』

が
無
く
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
自
分
が
王
子
の
時
代
に
転
写
し
た
文
集
を
喜
ん
で
奉
納
し
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も
明
ら
か
に
歴
史
事
実
と
齟
齬
す
る
。

徳
化
王
楊�
の
事
績
に
つ
い
て
、『

十
国
春
秋』

巻
四
に
は
、｢�
化
王�
、
太
祖
第
六
子
也
。
武
義
元
年
封�

陽
郡
公
。
睿
帝
即
皇

帝
位
、
封
平
原
王
、
己
又
遷
封�
化
、
不
知
所
終
。(

徳
化
王

[

楊]�
、
太
祖
の
第
六
子
な
り
。
武
義
元
年

[

九
一
九]�

陽
郡
公
に

封
ぜ
ら
る
。
睿
帝
の
皇
帝
位
に
即つ

く
や
、
平
原
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
己た

だ

ち
に
又
徳
化
に
遷
封
せ
ら
る
、
終
は
る
所
を
知
ら
ず)｣

と
い
う

記
載
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
彼
は
長
年
に
わ
た
っ
て
江
州
を
牛
耳
っ
た
権
力
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
彼
は
早
く
に
東
林
寺
と
深
い

関
係
を
築
き
上
げ
て
い
た
こ
と
が
、
陳
舜
兪

『
廬
山
記』

巻
五

｢

古
碑
目
篇
第
七｣

に
記
さ
れ
る
碑
目
か
ら
も
窺
え
る
。

廬
山
東
林
寺
大
師
堂
記

大
和
三
年
、
奉
化
軍
節
度
江
州
觀
察
處
置
等
使
特
進
檢
校
太
尉
兼
侍
中
使
持
節
江
州
諸
軍
事
守
江
州
刺

史
上
柱
國�
化
王
食
邑
三
千
戸
楊�
、
節
度
推
官
通
判
軍
府
公
事
朝
議
郎
檢
校
尚
書
禮
部
員
外
郎
兼
侍
御
史
雲
騎
尉
賜
紫
金
魚
袋

元
皓
、
節
度
巡
官
將
仕
郎
試
大
理
評
事
掌
奏
賜
緋
魚
袋
倪
匡
明
書
并
篆
額
。

こ
の
よ
う
に
、
楊�
が
武
義
元
年

(

九
一
九)

に�
陽
郡
公
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
、
江
州
の
軍
事
や
政
治
、
経
済
に
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
は
、
前
述
の
斉
己

｢

賀
行
軍
太
傅
得
白
氏
東
林
集｣

詩
に
言
及
さ
れ
る
東
林
寺

『

白
氏
文
集』

を
護
送
す
る

｢

呉
都
使
者｣

を
派
遣
し
た
張
本
人
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
宋
敏
求
の
記
事
が
言
及
し
た

｢

江
西
廉
使｣

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

で
は
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
、
匡
白
は
後
世
ま
で
残
る
碑
文
に
お
い
て
敢
え
て
事
実
で
は
な
い
こ
と
を
書
き
綴
っ
た
の
か
。
前
掲

の
資
料
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
、
大
中
年
間
に
お
け
る
東
林
寺
再
建

の
際
に
、
慧
遠
の

『

匡
山
集』

及
び
白
居
易
の

『

白
氏
文
集』

が
無
事
に
経
蔵
に
帰
還
し
た
こ
と
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ゆ
え

に
、
両
文
集
の
存
在
は
、
斉
己
や
匡
白
の
よ
う
な
一
握
り
の
長
老
し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
龍
徳
三
年

(

九
二
三)

唐
末
五
代
に
お
け
る
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前
後
、
東
林
寺
は
再
び
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
こ
で
両
文
集
を
斉
己
の
も
と
へ
移
送
し
た
方
が
よ
り
安
全
で
あ
る
と
彼
ら
は
考
え
た
。

斉
己
と
匡
白
が
敢
え
て
時
の
権
力
者
で
あ
る
高
季
興
と
楊�
と
に
文
集
の
移
送
を
依
頼
し
、
両
文
集
の
安
全
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
、
斉
己
は
大
い
に
力
を
貸
し
て
く
れ
た
高
季
興
に
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
詩
を
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
斉
己
は
単
な
る

『

白
氏
文
集』

の
保
管
に
最
善
を
尽
く
し
た
だ
け
で
な
く
、
恐
ら
く
作
品
の
補
綴
に
も
尽
力
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
で
き
る
。
斉
己
は
、
高
氏
一
族
の
権
勢
と
財
力
を
利
用
し
て
、
散
佚
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
唐
代
の
有
名
詩
人
の
詩

集
の
整
理
に
力
を
入
れ
た
こ
と
が
、
次
の
詩
か
ら
窺
え
る
。

※
読
賈
島
集

(
巻
六)：

遺
編
三
百
首

○

○

○

、
首
首
是
遺
冤

※
読
李
賀
歌
詩
集

(
巻
十)：

玄
珠
與
鴻
玉
、
燦
燦
李
賀
抱

※
読
李
白
集

(

巻
十)：
鏘
金
鏗
玉
千
餘
篇

○

○

○

、
膾
呑
炙
嚼
人
口
傳

斉
己
が
集
め
た
賈
島
集
は
、
既
に
三
百
首
以
上
の
作
品
を
数
え
た
。
李
白
集
は
、
千
首
も
の
作
品
数
に
及
ん
だ
。
何
れ
も
完
本
に
近
い

数
で
あ
る
。
ま
た
、
斉
己
が
会
昌
の
廃
仏
の
乱
で
焼
か
れ
た
白
居
易
の
肖
像
に
も
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
、『

白
蓮
集』

巻

三
の

｢

送
僧
遊
龍
門
香
山
寺｣

詩
や
巻
九
の

｢
送
僧
帰
洛
中｣

詩
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

(�)

。

残
念
な
が
ら
、
現
存
す
る
四
部
叢
刊
本

『

白
蓮
集』

は
、
実
は
斉
己
の
全
集
で
は
な
い
た
め
に
、
よ
り
詳
細
な

『

白
氏
文
集』

に
関

す
る
記
載
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

(�)
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
の
考
証
に
よ
っ
て
、
李
従
栄
抄
本
と
楊�
抄
本
と
は
、
斉
己
が
手

を
加
え
た
東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』

と
何
ら
か
の
形
で
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。
も
し
本
稿
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、

北
宋
刊
本
が
上
梓
さ
れ
る
直
前
、
東
林
寺
本

『

白
氏
文
集』
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
た
一
連
の
動
き
は
、
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で

き
る
。龍

徳
三
年
、
東
林
寺
に
再
び
戦
火
が
及
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
東
林
寺
僧
正
の
匡
白
と
荊
南
節
度
使
高
季
興
幕
下
の
斉
己
と
が
共
謀

し
て
、
寺
宝
で
あ
る
慧
遠
の

『

匡
山
集』

と
白
居
易
の

『

白
氏
文
集』
を
斉
己
の
も
と
に
移
送
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
後
、

斉
己
は
、
一
部
散
佚
し
た

『

白
氏
文
集』

を
補
綴
し
、
更
に
二
つ
の
転
写
本
を
作
っ
た
。
一
本
は
後
唐
の
秦
王
李
従
栄
の
手
を
経

て
か
つ
て
白
居
易
の
旧
居
で
あ
っ
た
普
明
禅
院
に
奉
納
。
ま
た
一
本
は
、
徳
化
王
楊�
に
よ
っ
て
東
林
寺
に
奉
納
さ
れ
た
。
そ
し

て
原
本
は
金
陵
の
龍
興
寺
に
残
っ
た
。
ま
た
、『

白
氏
文
集』

と
一
緒
に
持
ち
出
さ
れ
た
慧
遠
の

『

匡
山
集』

は
、
の
ち
に
無
事
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東
林
寺
に
返
納
さ
れ
た

(�)
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
懸
案
の
ま
ま
で
あ
る
李
従
栄
抄
本
と
楊�
抄
本
の
祖
本
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
し
て
、
一
つ
の
比
較
的
つ
じ
つ

ま
の
合
う
解
釈
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

(�)

。
龍
興
年
間
に
お
け
る
宋
刊
本
に
近
い
同
一
系
統
本
の
李
従
栄
抄
本
と
楊

�
抄
本
の
出
現
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
既
に
拙
稿

｢『

白
氏
文
集』

の
成
立
と
廬
山
―
匡
白

｢

江
州
徳
化
王
東
林
寺
白
氏

文
集
記｣

を
中
心
に

(�)｣
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
晩
年
の
白
居
易
は
、『

白
氏
文
集』

が

｢

転
法
輪｣

に
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

た
。
そ
れ
故
、
当
時
の
東
林
寺
の
長
老
の
協
力
を
得
て
三
本
の
転
写
本
を
作
り
、
東
林
寺
・
聖
善
寺
・
南
禅
院
に
奉
納
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
会
昌
の
法
難
で
、
聖
善
寺
と
南
禅
院
に
奉
納
し
た

『

白
氏
文
集』

は
、
寺
院
と
共
に
こ
の
世
か
ら
消
滅
し
た
。
辛
う
じ
て
消
滅
の

危
機
を
免
れ
た
東
林
寺
本
も
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
秘
匿
さ
れ
た
。
龍
興
年
間
、
斉
己
や
匡
白
ら
の
東
林
寺
の
長
老
ら
が
、
艱
難

を
乗
り
越
え
て
新
た
に
三
本
の
寺
院
本
を
作
り
、
よ
う
や
く
世
に
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
度
は
消
え
か
か
っ
た
白
居
易
の

｢
願
以
今
生
世
俗
文
字
之
業
、
狂
言
綺
語
之
過
、
轉
爲
將
來
世
世
讚
佛
乘
之
因
、
轉
法
輪
之�

也
。

(

願
は
く
は
今
生
世
俗
の
文
字
の
業
、
狂
言
綺
語
の
過
を
以
て
、
転
じ
て
将
来
世
世
の
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
と
為
さ
ん)｣

(｢

香

山
寺
白
氏
洛
中
集
記｣)

と
い
う
本
願
は
、
百
年
後
の
東
林
寺
の
僧
侶
ら
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
持
続
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

注

(

１)

白
氏
文
集
各
刊
本
の
伝
承
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
花
房
英
樹

『

白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究』

(

彙
文
堂

一
九
六
〇
年)

第
一

部
第
一
章

｢

刊
本
の
系
譜｣

、
平
岡
武
夫

｢

白
氏
文
集
の
校
定

序
説｣

(

平
岡
武
夫
・
今
井
清
校
定

『

白
氏
文
集』

京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所

一
九
七
一
年)

、
岡
村
繁

｢『

白
氏
文
集』

の
旧
鈔
本
と
旧
刊
本｣

(『

東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集』

東
方
学
会

一
九
九
七
年)

、
謝
思�｢『
白
氏
文
集』

的
伝
布
及

『

淆
乱』

問
題
辨
析｣

(『

白
居
易
集
綜
論』

中
国
社
会
科
学
出
版
社

一
九
九
七
年)

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
本
論
文
に
引
用
し
た
白
居
易
詩
文
は
、
何
れ
も
四
部
叢
刊
本

『

白
氏
文
集』

を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
し

た
。

唐
末
五
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
承
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(

２)
『

新
五
代
史』

秦
王
李
従
栄
伝
に
、｢

秦
王
李
從
榮
、
天
成
元
年
、
以
檢
校
司
徒
兼
御
史
大
夫
、
同
中
書
門
下
平
章
事
。
三
年
、
徙
鎮
河

東
。
長
興
元
年
、
拜
河
南
尹
、
兼
判
六
軍
諸
衞
事
。
…
…

(

長
興
四
年
十
一
月)

是
日
、
從
榮
自
河
南
府
擁
兵
千
人
以
出
。
…
…
從
榮
夫

妻
匿
牀
下
、
從
益
殺
之
。｣

と
あ
る
。

(

３)
岑
仲
勉

｢

論

『

白
氏
長
慶
集』

源
流
並
評
東
洋
本
白
集｣

(『

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

第
九
本

一
九
四
七
年
、
の
ち

『

岑
仲
勉
史
学
論
文
集』

所
収

中
華
書
局

一
九
九
〇
年)

。

(

４)

本
稿
に
引
用
す
る
斉
己
の
詩
文
は
四
部
叢
刊
本

『

白
蓮
集』

に
拠
る
。

(

５)

呉
任
臣

『

十
国
春
秋』

(

除
敏
霞
等
点
校
本

中
華
書
局

一
九
八
三
年)

巻
一
百
三

｢

斉
己
伝｣

、
賛
寧

『

宋
高
僧
伝』

(

范
祥
雍
点
校

本
中
華
書
局

一
九
八
七
年)

巻
三
十

｢

梁
江
陵
府
龍
興
寺
斉
己
伝｣

、

計
有
功

『

唐
詩
紀
事』

(

中
華
書
局

一
九
六
五
年)

巻
七
十
五

｢

僧
斉
己｣

を
参
照
。

(

６)

管
見
の
限
り
、
専
論
と
し
て
の
斉
己
に
関
す
る
研
究
は
、
曹�

｢

斉
己
生
卒
年
考
証｣

(『

中
華
文
史
論
叢』

総
二
十
七
輯

[

一
九
八
三

年
第
三
輯]

上
海
古
籍
出
版
社)
、
陳
蒲
清

｢

詩
僧
斉
己｣

(『

求
索』

総
第
十
八
期

[

一
九
八
四
年
第
二
号])

、
何
林
天

｢

斉
己
初
探｣

(『

山
西
師
大
学
報

(

社
会
科
学
版)』
一
九
九
二
年
第
二
号)

、
蕭
麗
華

｢

晩
唐
詩
僧
斉
己
的
詩
禅
世
界｣

(『

仏
学
中
心
研
究
年
報』

第
二

巻

一
九
九
七
年)

が
あ
る
。

(

７)

岑
仲
勉

｢

読
全
唐
詩
札
記｣
(『

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

第
九
本

一
九
四
七
年)

に
、｢

今
假
定
唐
莊
宗
同
光
年
癸
未
齊

己
爲
八
十
歳
、
猶
不
過
生
會
昌
四
年
甲
子
。｣

と
あ
る
。

(

８)

前
掲
注

(

６)

曹�
｢

斉
己
生
卒
年
考
証｣

を
参
照
。

(

９)

例
え
ば

『

宗
統
編
年』

(

卍
新
纂
続
蔵
経

第
八
十
六
冊)
巻
十
八
に
、｢(

齊)

己
益
陽
胡
氏
子
、
出
家
大�
、
持
律
耽
吟
詠
、
謁�

門

發
悟
。
藥�
石
霜
、
皆
參
請
遍
及
。
後
遊
荊
渚
、
爲
節
度
高
季
興
留
居
龍
興
寺
、
非
其
志
也
。
己
頸
有
瘤
贅
、
時
號
詩�
。
愛
山
水
、
懶

干
謁
。
有
未
曾
將
一
字
、
容
易
謁
諸
侯
之
句
。
與
華
山
隱
士
鄭
谷
相
酬
唱
。
其
後
居
西
山
金
鼓
寂
、
有
白
蓮
集
行
世
。｣

と
あ
る
。

(

10)
『

宋
高
僧
伝』

巻
三
十

｢

梁
江
陵
府
龍
興
寺
斉
己
伝｣

に
、｢

高
氏
遂
割
據
一
方
、
探
聚
四
遠
名
節
之
士
。
得
齊
己
之
義
豐
南
嶽
、
以
爲

築
金
之
始
驗
也
。｣

と
あ
る
。

(

11)

斉
己
が
終
始
廬
山
僧
団
と
緊
密
な
連
携
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
、『

白
蓮
集』
に
残
る
多
く
の
廬
山
僧
侶
に
送
っ
た
詩
か
ら
窺
え
る
。
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彼
は
当
時
の
僧
正
匡
白
と
も
深
く
親
交
し
た
。『

白
蓮
集』

巻
七
に
、｢

寄
懐
東
林
寺
匡
白
監
寺｣

詩
が
あ
る
。
詩
の
本
文
は
次
の
通
り
。

｢

南
岳
別
來
無
約
後
、
東
林
歸
住
有
前�
。�
搜
好
句
題
紅
葉
、
靜
斂
霜
眉
對
白
蓮
。
雁
塔
影
分
疏
檜
月
、
虎
溪
聲
合
幾
峰
泉
。
修
心
若

似
伊
耶
舍
、
傳
記
須
添
十
九
賢
。｣

(

12)
斉
己

｢

寄
廬
岳
僧｣

詩
に
、｢

一
聞
飛
錫
別
區
中
、
深
入
西
南
瀑
布
峰
。
天
際
雪
埋
千
片
石
、
洞
門
冰
折
幾
株
松
。
煙
霞
明
媚
棲
心
地
、

苔
蘚�
紆
出
世
蹤
。
莫
問
江
邊
舊
居
寺
、
火
燒
兵
劫
斷
秋
鐘
。｣

と
あ
る
。

(

13)

斉
己

｢
謝
西
川
可
準
上
人
遠
寄
詩
集｣

詩
の
全
文
は
以
下
の
通
り
、｢

匡
社
經
行
外
、
沃
洲
禪
宴
餘
。
吾
師
還
繼
此
、
後
輩
復
何
如
。

江
上
傳
風
雅
、
靜
中
時
卷
舒
。
堪
隨
樂
天
集
、
共
伴
白
芙�
。｣

(

14)
『

新
五
代
史』

李
従
栄
伝
に
、｢

然
其
爲
人
經
雋
而
鷹
視
、
頗
喜
儒
、
學
爲
歌
詩
、
多
招
文
學
之
士
、
賦
詩
飲
酒
。｣

と
あ
る
。
ま
た

『

旧
五
代
史』

李
従
栄
伝
に
も
、｢

從
榮
爲
詩
、
與
從
事
高
輦
等
更
相
唱
和
、
自
謂
章
句
獨
歩
於
一
時
、
有
詩
千
餘
首
、
號
曰
紫
府
集
。｣

と
あ
る
。

(

15)

斉
己

｢

謝
高
輦
先
輩
寄
新
唱
和
集｣

詩
に
、｢

敢
謂
神
仙
手
、
多
懷
老
比
丘
。
編
聯
來
鹿
野
、
酬
唱
在
龍
樓
。
洛
浦
精
靈
懾
、�
山
鬼

魅
愁
。
二
南
風
雅
道
、
從
此
化
東
周｣
と
あ
る
。｢

龍
楼｣

と
は
、
龍
門
香
山
寺
の
石
楼
を
指
す
。
斉
己
は
、
白
居
易
の
唱
和
活
動
を
強

く
意
識
し
な
が
ら
こ
の
詩
を
詠
み
綴
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(

16)

斉
己

｢

謝
秦
府
推
官
寄
丹
台
集｣

詩
に
、｢
秦
王
手
筆
序
丹
臺
、
不
錯
褒
揚
最
上
才
。
鳳
闕
幾
傳
爲
匠
碩
、
龍
門
曾
用
振
風
雷
。
錢
郎

未
竭
精
華
去
、
元
白
終
存
作
者
來
。
兩
軸
蚌
胎
驪
頷
耀
、
枉
臨
禪
室
伴
寒
灰
。｣

と
あ
り
、
斉
己
は
元
白
唱
和
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
詩
を

詠
じ
て
い
る
。

(

17)
『

十
国
春
秋』

斉
己
伝
に
、｢

頃
之
、
秦
王
李
從
榮
召
入
侍
中
。
秋
大
宴
、
齊
己
窺
從
榮
藏
有
異
志
、
有

『

東
林
莫
礙
漸
高
勢
、
四
海
正

看
當
路
時
。』

已
而
脱
歸
荊
南
、
武
信
王
匿
之
。｣

と
あ
る
。

(

18)

前
掲
注

(

１)

の
岡
村
氏

｢『

白
氏
文
集』

の
旧
鈔
本
と
旧
刊
本｣
を
参
照
。

(

19)

拙
稿

｢

慧
萼
と
蘇
州
南
禅
院
本

『

白
氏
文
集』

の
日
本
伝
来

会
昌
四
年
識
語
を
読
み
解
く

｣
(『

白
居
易
研
究
年
報』

第
九
号

勉
誠
出
版

二
〇
〇
八
年)

を
参
照
。

(

20)

斉
己

｢

送
僧
帰
洛
中｣

詩
に
、｢

赤
日�
霞
照
晩
坡
、
東
州
道
路
興
如
何
。�
離
楚
柳
鳴
猶
少
、
葉
到
嵩
雲
落
漸
多
。
海
内
自
爲�
去

唐
末
五
代
に
お
け
る

『

白
氏
文
集』

の
伝
承

29



― ―

住
、
關
頭
誰
問
舊
經
過
。
丁
寧
與
訪
春
山
寺
、
白
樂
天
眞
在
也
麼
。｣

と
あ
り
、
ま
た

｢

送
僧
遊
龍
門
香
山
寺｣

詩
に
、｢

君
到
香
山
寺
、

探
幽
莫
損
神
。
且
尋
風
雅
主
、
細
看
樂
天
眞
。｣

と
あ
る
。

(

21)
現
存
す
る
四
部
叢
刊
本

『

白
蓮
集』

十
巻
は
、
天
福
三
年

(

九
三
八)

、
孫
光
憲
が
斉
己
が
病
死
し
た
と
い
う
誤
報
を
聞
い
て
、
慌
て

て
斉
己
の
弟
子
西
文
が
所
管
の
斉
己
詩
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
斉
己
は
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
の
詩
集
編
纂
を
廖

匡
図
兄
弟
に
託
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
斉
己

｢

寄�
(

廖)

匡
図
兄
弟｣

詩
に
、｢

僧
外�

吟
樂
最
清
、
年
登
八
十
喪
南
荊
。
風
騷
作

者
爲
商
確
、
道
去
碧
雲
爭
幾
程
。｣

と
あ
る
。
ま
た
、
顧�
山

『

補
五
代
史
芸
文
志』

(

清
廣
雅
書
局
原
刻
本)

に
、｢

＊
詩
格
一
巻

鄭

谷
僧
齊
己
黄
捐
同
撰

＊
僧
齊
己
集
十
巻

蓮
社
集
一
巻

白
蓮
編
外
集
十
巻

案
、
李
調
元
五
代
全
詩
作
白
蓮
集
十
一
巻｣

と
い
う
記

録
が
見
え
る
。
よ
っ
て
、
現
存
す
る

『

白
蓮
集』

は
そ
も
そ
も
編
外
集
で
あ
り
、
斉
己
の
本
集
の
十
巻
と
蓮
社
集
一
巻
は
散
逸
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。

(

22)

四
部
叢
刊
本

『

白
蓮
集』
孫
光
憲

｢

白
蓮
集
序｣

に
、｢

余
既
繕
寫
、
歸
於
廬
岳
、
附
遠
大
師
文
集
之
末
。｣

と
あ
る
。
よ
っ
て
、
慧
遠

の

『

匡
山
集』

も
無
事
東
林
寺
に
帰
還
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(

23)

李
従
栄
抄
本
と
楊�
抄
本
の
底
本
は
白
居
易
自
身
が
編
纂
し
た
大
集
と
極
め
て
近
い
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(

１)

謝

思�
氏
論
文
も
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

(

24)

拙
稿

｢『

白
氏
文
集』

の
成
立
と
廬
山
―
匡
白

『
江
州
徳
化
王
東
林
寺
白
氏
文
集
記』

を
中
心
に｣

(『

九
州
中
国
学
会
報』

第
四
十
六

巻
二
〇
〇
八
年)

を
参
照
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号
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